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滝沢ダム及び浦山ダム各事業段階下の29年間に

わたる長期的なクマタカ生息動向の把握 
 
 

山口 佳歩1・山中 充治 
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滝沢ダム・浦山ダムでは，クマタカの流域個体群の保全を目的として，平成9年から令和7年

までの通算29年間クマタカ調査を継続的に実施している．長年の調査で十分な結果が蓄積され

たこと，また，ダム供用後，ダム事業に関する大規模な地形改変等はなく，周辺環境が維持さ

れると考えられるため，今後の調査方針の移行を検討する必要がある．令和6年度には，総合検

討として，これまでの調査データを基に「クマタカの生息動向」及び「環境基盤の変化」の2つ
に着眼し，各事業段階下でのクマタカへの長期的な影響についてとりまとめを行った．本稿は，

総合検討の結果を基に滝沢ダム・浦山ダム事業に係るクマタカへの影響を報告するものである．  
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1.  はじめに 
  
滝沢ダムは，荒川の最上流の中津川に，浦山ダム

は荒川の支流である浦山川に位置し，「洪水調節」，

「水道用水の補給」，「流水の正常な機能の維持」，

「発電」を目的に建設された多目的ダムである． 
イヌワシ・クマタカなどの希少猛禽類は，森林生

態系の最上位に位置づけられ，生息地域が生態系の

健全性評価の指標種とされている．滝沢ダム・浦山

ダム建設事業では，事業区域と希少猛禽類の生息域

が重なることもあり，環境保全対策の一つとして，

建設事業からクマタカの生息動向を把握するための

調査を継続して実施してきた．管理以降後も建設事

業跡地の利用や環境復元という観点から，フォロー

アップ委員会で調査継続の提言を受け，現在まで調

査を実施している． 
平成9年から毎年調査した結果，クマタカつがいの

繁殖に係わる情報は蓄積されてきており，継続的に

生息が確認されている．さらに，令和7年度はフォロ

ーアップ委員会の開催年であり，毎年実施してきた

クマタカ調査の方針を見直すのに，適した機会であ

った． 
このため，令和6年度・令和7年度ではクマタカ調査

の転換点として，今までの調査結果を基に「クマタ

カの生息動向」と「環境基盤の変化」の2つの項目に

着目し，情報の整理を行う総合検討1)を行った． 
 

2.  これまでのクマタカ調査について 
 

 滝沢ダムでは，建設中による影響調査として平成9
年～平成16年，試験湛水中の影響調査として平成17年
～平成21年，ダム供用後による影響調査として平成22
年～令和7年の計29年に渡って，クマタカ調査を実施

してきた． 
これまでの長年の調査において，滝沢ダム周辺で

繁殖が確認されているクマタカのつがいは合計5つが

い（A，B，C，D，E）が確認されている． 
 浦山ダムでは，試験湛水中の影響調査として平成9
年～平成11年，ダム供用後の影響調査として平成12年
～令和7年の計29年に渡ってクマタカ調査を実施して

きた．これまでの調査において，浦山ダム周辺で繁

殖が確認されているクマタカつがいは1つがい（Gつ
がい）が確認されている． 
 

3.  総合検討の概要 
 
総合検討で，最終的に今後の調査のあり方について整

理するため，平成9年から令和7年の調査結果（全29回）

を対象に，「クマタカの生息動向」及び「環境基盤の変

化」2つの項目に着眼し，多角的な観点から把握するため，

それぞれ3つの検討項目を設定した（表-1，表-2）． 
 

表-1  クマタカの生息動向 
検討項目 目的 

つがいの生息動向 クマタカつがいの確認状況や繁殖状

況等の変化状況を把握し，当該地域

のクマタカ流域個体群の継続性等を

確認する． 

繁殖成功率 

行動圏 
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H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30  R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

✕ ／ ／ ― ― ✕ ― ✕ ✕ ✕ ― ◎ ― ✕ ◎ ◎ ― ― ◎ ― ◎ ✕ ✕ ✕ ◎ ― ― ― ✕

― ✕ ✕ ◎ ― ― ― ― ― ◎ ― ― ― ― ― ― ― ◎ ― ―

― ◎ ✕ ― ◎ ― ◎ ― ― ◎ ― ― ✕ ― ◎ ― ◎ ― ― ― ◎ ― ◎ ✕ ― ◎ ◎ ― ◎

D ◎ ― ― ◎ ― ― ―

E ◎ ― ◎ ― ◎ ― ◎ ―

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

成鳥の
飛翔を
確認

成鳥の
飛翔を
確認

成鳥の
ディス
プレイ
を確認

成鳥の
飛翔を
確認

成鳥の
飛翔を
確認

成鳥の
ディス
プレイ
を確認

複数個
体の出
現を確
認

成鳥の
飛翔を
確認

成鳥の
飛翔を
確認

成鳥の
飛翔を
確認

成鳥の
ディス
プレイ
を確認

成鳥の
飛翔を
確認

成鳥の
飛翔を
確認

成鳥の
飛翔を
確認

【凡例】◎：繁殖成功 　✕：繁殖途中失敗 　―：繁殖未確認 　／：つがい形成なし　■調査未対象

ダム供用後

←ダム管理による影響範囲外のためH29年以降は調査対象外

→事業地から離れた場所に生息するため、H16年以降調査対象外

H30から調査対象（事業跡地周辺のためH30以降継続して調査を実施）→

F地区
(事業
跡地)

事業跡地で徐々に植生が発達し、
個体の出現が見られるようになったため、H21以降から調査対象→

つ
が
い
名

A

B

C

年

ダム建設
事業歴

工事中 試験湛水中

表-2  環境基盤の変化 
検討項目 目的 

樹林環境 ダム周辺の環境の変化状況を把握し，クマ

タカの生息環境の推移の確認や，今後もク

マタカ流域個体群が保全される環境が維持

されるか等の考察を行う． 

営巣地 

ポテンシャル 

餌資源 

 
4. 滝沢ダムの各検討項目の結果 

 

(1)   クマタカの生息動向の確認 
a) つがいの生息動向 

確認方法：調査において得られた結果より，生息

つがいの分布変化や繁殖状況を把握し，当該地域の

クマタカの生息継続性を確認した． 

クマタカのつがいごとの繁殖履歴及び確認状況を

表-3に，クマタカつがいごとの分布位置を図-1に示す． 

Aつがいは，湛水域から最も近くに生息するつがい

であり平成9年から生息が確認されているが，平成9年
の繁殖途中失敗ののち，平成10年にはオス個体が消失

しており，平成11年までつがいは確認されなかった．

しかし，平成12年に若い個体が再び定着し，その後繁

殖が繰り返されている． 

その他のつがいに関しても安定して生息している

のが確認できている．F地区（事業跡地）ついては事

業による改変前からクマタカの生息は確認されてい

なかったが，ダム供用後には事業跡地の樹林環境が

回復しつつあること及びつがいと思われる2羽のディ

スプレイが散発的に見られたことから，クマタカの

生息環境として利用される可能性が今後も高まって

いくものと考えられる． 

 

図-1  つがいごとの分布位置 

 
b)繁殖成功率 

確認方法：調査において得られた結果よりつがい

ごとの繁殖成功率を整理し，クマタカの繁殖成功率

の全国平均（33.2％）（田悟ほか, 2015）2)と比較した． 

ダム工事中からダム供用後まで一貫して調査対象

としていたAつがい，Bつがい，Cつがいの3つがいに

ついて，繁殖成功率を「ダム工事中」，「試験湛水

中」，「ダム供用後」の3区分で整理した（表-4）． 

「ダム工事中」の平成9年から平成16年までの8年間

の調査では，事業地の最も近くに生息するAつがいは

繁殖成功が確認されなかった。 

Aつがいは湛水域に最も近い距離に生息し，ダム事

業による環境変化に最も関連の深いつがいである．

クマタカの繁殖に影響を及ぼす要因は，人為的行為

（開発行為），自然災害，餌量，つがい個体の繁殖

能力，外敵などが知られており，滝沢ダム事業を含

むこれらの要因が複合的に繁殖成功率に関与してい

ると考えられる．なお，Aつがいは，平成9年～12年
にかけて個体の入れ替わりがあったことも確認され

ており，これらも繁殖成功率が低くなる要因になっ

たと考えられる． 

「試験湛水中」の平成17年から平成21年までの5年
間の調査では，繁殖テリトリーに湛水域が含まれるA
つがいの繁殖成功率は20％と全国平均以下であった． 

一方で，湛水による影響が及ばない行動圏を持つB
つがいとCつがいの繁殖成功率も20％であることから，

試験湛水によるAつがいの繁殖の影響は軽微なもので，

直接的な繁殖阻害の要因になっていた可能性は低い

と考えられる． 

「ダム供用後」のAつがい繁殖成功率は31.3％，C
つがいの繁殖成功率は43.8％で全国平均（33.2％）と

同等であった．結果からAつがいCつがい共に当該地

域で安定したクマタカの繁殖成功率が保たれている

と考えられる． 

なお，ダム供用後のBつがいの繁殖成功率14.3％に

ついては，他つがいに比べてBつがいの繁殖間隔が長

いことに加え，ダム供用後の安定しつつある環境下

における調査回数が少なかったこと等により，全国

平均の繁殖成功率の33.2％を下回る結果となった可能 

表-3  クマタカのつがいごとの繁殖履歴及び確認状況 
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表-4  事業段階ごとの繁殖成功率 

繁殖成功
回数

調査
回数

繁殖
成功率

繁殖成功
回数

調査
回数

繁殖
成功率

繁殖成功
回数

調査
回数

繁殖
成功率

A 0 8 0.0% 1 5 20.0% 5 15 31.3%

B 1 8 12.5% 1 5 20.0% 1 7 14.3%

C 3 8 37.5% 1 5 20.0% 6 15 43.8%

項目

つ
が
い
名

ダム工事中
（H9～H16）8カ年

試験湛水中
（H17～H21）5カ年

ダム供用後
（H22～R7）16カ年

ダム
事業段階

 

性がある． 
c) 行動圏 

確認方法：調査で把握されたクマタカの行動圏を

ダム工事中，ダム供用後で比較し，クマタカつがい

の分布状況を調べた．   

滝沢ダム周辺では，主稜線を境に各つがいがテリ

トリーを形成しており，ダム工事中とダム供用後を

比較しても継続的に同一のクマタカつがいが生息し

ているのが確認された．また，主稜線を改変するよ

うな工事も行われていないことから，行動圏に大き

な変化は生じていないと考えられる． 

 

(2)  環境基盤の変化の確認 
a) 樹林環境 

確認方法：事業地周辺の樹林環境の変化を工事前

後で比較し，事業による樹林環境の改変の状況を確

認した（図-2）． 

湛水域，改変区域の一部で樹林の減少がみられる

が，ダム供用後は緑量が増加している箇所もあり，

植生遷移が進んでいると考えられる．また，滝沢ダ

ムでは改変地約130,000ｍ2において植生復元を実施し

ている．以上より，ダム供用後もクマタカの生息に

適した環境は広く分布し，ダム工事前と比較しても

生息環境に大きな変化は生じていないと考えられる．  

 

図-2  滝沢ダム樹林環境の変化 

 

b) 営巣地ポテンシャル 

確認方法：これまでの調査で蓄積された営巣地の

情報から，当該地域に生息するクマタカの営巣地ポ

テンシャルを評価し，マップ化することでクマタカ

の生息可能範囲を確認した． 

なお，ポテンシャルマップの作成方法としては15 m 

×15 mのメッシュデータに，植生，NDVI（正規化植

生指数），標高値，斜面傾斜，斜面方位の各項目で

点数を付け，得点加算方式で営巣適地について5ラン

クに分けた．図-3は，営巣地ポテンシャルの各ランク

の面積を示し，既往調査で見つかった営巣地の約9割
がランク4以上であることを確認した． 

 滝沢ダム周辺地域では，クマタカの営巣適地と考

えられるランク4以上が広く分布していることから，

今後も当該地域でクマタカが安定して生息できる環

境が存在していると考えられる． 

 

図-3  営巣地ポテンシャル 各ランクの面積（ha） 

 
c) 餌資源 

確認方法：既往の河川水辺の国勢調査結果を整理

し，クマタカの餌資源となる動物種数を経年比較し

た（図-4）．なお，クマタカの餌資源となる動物種は

若尾, 山﨑（2023）3)を参考にした． 

動物種の相違は確認されたが動物相の大きな変化

は見られず，クマタカの餌資源となり得る多くの種

を継続的に確認しており，クマタカの餌環境は安定

して保たれていると考えられる． 

 

図-4  餌資源となり得る種の確認状況 

 

5.  浦山ダムの各検討項目の結果 
 
 浦山ダムも滝沢ダムと同様の項目と確認方法で検

討を行ったが，本論文枚数制限のため図表は省略し

結果を示す． 

(1)   クマタカの生息動向の確認 
a) つがいの生息動向 

Gつがいは，平成9年の調査着手当初から生息が確

認されており，平成12年に繁殖成功して以降1年おき

に繁殖することが多いことから，試験湛水中からダ

ム供用後の現在まで，当該地域に安定して生息して
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いると考えられる． 

b) 繁殖成功率 

Gつがいは 29年間の調査中9カ年で繁殖成功してお

り，繁殖成功率は31％であり，これはクマタカの繁殖

成功率の全国平均(33.2％)と同等の結果であった。 

c) 行動圏 

Gつがいの行動圏はダム工事中，事業地に近接し，

管理移行後も跡地が公園事業に利用される中，現在

も継続して当該地域に生息している．ダム供用後も

大きく営巣地を変えていないことから，ダム事業に

よる行動圏に大きな変化はなかったと考えられる． 

 

(2)  環境基盤の変化の確認 
a) 樹林環境 

浦山ダムの湛水域，改変区域内では改変前から営

巣地は確認されていない．湛水域，改変区域で樹林

の減少が見られるものの，ダム工事や湛水による改

変が終了したダム供用後には植生復元も認められる

とともに，周辺には広く発達した樹林環境が残され

ており，クマタカの生息環境に大きな変化は生じて

いないと考えられる． 

b) 営巣地ポテンシャル 

Gつがいの周辺を対象に営巣地ポテンシャルの集計

を行った結果，約47％がランク4以上に位置している

ことから，浦山ダム周辺ではクマタカの営巣適地が

広く分布しており，当該地域においてクマタカが安

定して生息できる環境が存在していると考えられる． 

c) 餌資源 

動物種の相違は確認されたが，動物相の大きな変

化は見られず，クマタカの餌資源となり得る多くの

種が継続的に確認しており，クマタカの餌環境は安

定して保たれていると考えられる． 

 

6.  総合検討の結果と評価 
 
(1)   クマタカの生息動向 
クマタカの生息動向について，つがいの生息動向，

繁殖成功率，行動圏の3項目で検討を行った．滝沢ダ

ム周辺のクマタカはダム工事中からダム供用後の現

在に至るまで継続して複数つがいが生息しており，

ダム供用後の繁殖成功率は他地域との差がないこと

が確認された．また試験湛水中から調査を行ってい

る浦山ダムも同様の結果となった．このことからダ

ム事業によるクマタカの生息への大きな影響はなか

ったと考えられる． 

 また，滝沢ダムのF地区（事業跡地）への新たなつ

がいの定着の可能性が考えられたことも考慮すると，

今後も流域個体群は安定して生息が継続していくと

考えられる． 

 

(2)  環境基盤の変化の確認 
環境基盤の変化については，樹林環境，営巣地ポ

テンシャル，餌資源の3項目で検討を行った．滝沢ダ

ム・浦山ダムの建設により，周辺の樹林環境に変化

が生じたものの，クマタカの生息つがいの減少は確

認されていない．これは，クマタカの生息に適した

発達した樹林環境が広く残され，餌資源も十分に保

たれていると考えられる． 

  

(3)  総括 
クマタカの生息動向の確認結果及び環境基盤の変

化の確認結果から，滝沢ダム・浦山ダムともに，周

辺のクマタカは事業による大きな影響を受けること

なく流域個体群が存続しており，今後は植生遷移に

より生息環境がより安定することから，自然環境要

因に依存しながら生息を継続していくと考えられる． 

 

7.  今後の展開 
 
 総合検討の結果，クマタカ流域個体群は今後も自

然環境要因に依存しながら生息を継続していくと評

価でき，滝沢ダム・浦山ダム事業にかかるクマタカ

調査としては十分な成果が得られたと考えられる． 

そのため，毎年実施してきたクマタカ調査は，10年
に一度実施する河川水辺の国勢調査（鳥類）に移行

する方針とした．なお，同方針について，令和7年度

のフォローアップ委員会で了承を得られたことから，

令和8年度より調査計画を切り替える予定である． 

滝沢ダム・浦山ダムで行ったクマタカ調査は，事

業区域改変前，試験湛水，管理移行と連続29年間の長

期間にわたり生息状況の把握に努めてきた．建設事

業により生息環境を改変し工事中の繁殖行動に関し

ては一時的に影響を与えた可能性はあるものの，ダ

ム供用後に確認された繁殖率は，全国平均の繁殖成

功率と同様の結果を確認した． 

今後も全国各地で大規模建設事業が展開される中

で，本調査結果が参考になると幸いである． 
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